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１．はじめに
　文京区立駒本小学校は、文京区向丘にある、全校生
徒約２５０人の小さな小学校である。周囲を６つの寺
院に囲まれ、都市から少し隔離された立地にあり、墓
地は日々の生活の中の風景の一部だった。
　本計画では文京区立駒本小学校を基盤に、周辺６つ
の寺院と共生しながら、新たな地域コミュニティ施設
としての小学校の形、そしてこどもたちの居場所とな
る小学校の形を提案する。
２．背景　
（1)　地域の核としての学校　
学校は、しばしば「地域の核」という言葉で例えられ、
地域活動の場としての開放や、災害時の避難施設とし
ての利用などが想定され、地域という単位を構成する
中心的存在として位置づけられている。
　しかしながら、近年、特に都市部の学校では、この
ような学校を中心とした地域という単位の構造は失わ
れつつあるようにわたしは感じていた。都心回帰の影
響による人口増加に伴う教室数の不足、その解決策と
しての学校の高層化、統廃合による大規模化は、都市
に存在する無数の点としてのコミュニティを線的につ
なぎ、都市を構成する要素としての役割を担っていた
従来の地域という形を崩壊させているのではないだろ
うか。また、学校を大規模化させて数を減らしていく
ことは、都市の中からこどもたちのアソビバをさらに
奪うことにもなり、こどもたちの居場所としての学校
の形についても考えて行く必要がある。
　そこで、地域の核としての学校の形を再考し、地域
のコミュニティ空間としての学校を計画する。
２．敷地概要
　「文京区立駒本小学校と周辺６寺院」
　文京区立駒本小学校
　　　住所：東京都文京区向丘２－３７－５
　　　敷地面積：6,880 ㎡
　　　現状延床面積：校舎 4,253 ㎡、体育館 536 ㎡
　寺院
　　　高林寺、蓮光寺、光源寺、清林寺、
　　　栄松院、瑞泰寺
(1) 文京区立駒本小学校
　文京区立駒本小学校は、文京区向丘にある周囲を６
つの寺院で囲われた全校生徒約２５０人の小さな公立
小学校である。この小学校が戦争での焼失による２度
の移転を経て現在の場所に落ち着く以前、この区画は
江戸の都市計画によりこの地に移転してきた現在の６
つの寺院とそれぞれの墓地により構成されていた。そ
の後小学校建設にあたり墓地の一部を学校の敷地とし
て利用することで現在の墓地に囲まれた小学校の形が
完成した。
　しかしながら、現状では学校とそれぞれの寺院の間
は塀やフェンスによって区切られ、関係を持つことは
ほとんどなく、それぞれが個として固有のコミュニ
　School is often spoken of as a core of a community. However, I think that school is insulated from a 
comunity because It dosen't fanction well in place of community activitys. Perhaps a school should be 
coexistent with other cores. So, I propse a new community constituted by six temples and a school ,and it 
will be the whereabouts of children in the city.
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ティを持ちながら存在している。
(2)　６つの寺院
　小学校を取り囲む６つの寺院は、それぞれに特徴的
な活動などを行っており、檀家を中心に、観光などで
訪れる人なども含んだコミュニティ拠点となってい
た。また、著名人の墓地などがそれぞれあり、観光や
参拝目的で訪れる人が現在も多くいる。
①　高林寺
　　現在の「お茶の水」の地名の由来になった寺で、
蘭学者緒方洪庵の墓があり、観光で訪れる人の姿も見
られる。以前は伽藍が整い、学寮があり、江戸時代の
名刹とされた。
②　蓮光寺
　大垣藩主戸田家の墓所となっていた他、北方探検家
の最上徳内の墓所がなどがある。最上徳内は数理や測
量に長けており、幕府の測量隊に参加していた。
③　光源寺
　境内に元禄 10 年（１６９７）造立の御丈約 5m の
十一面観音像があり、東京大空襲で焼失したものの、
平成 5 年に御丈 6m 余の御像として再建された。
　毎年 7 月 9 日と 10 日には「四万六千日（しまんろ
くせんにち）」の縁日が開かれる。
④　清林寺
　お釈迦さまのお誕生日である４月８日にサントリー
ホールにおいて「花まつりコンサート」、秋には読売
ホールにて各界で活躍する著名文化人を講師に迎えて
「秋の講演の夕べ」を毎年開催している。 また、英語、
ロシア語、ラテン語など、25 カ国語に翻訳した『般
若心経』を制作している。
⑤栄松院
　境内には浄瑠璃太夫の薩摩浄雲と、歌舞伎役者の初
代松本幸四郎の墓がある。また、墓地の最奥にスタジ
イという種類の大木があり、小学校との丁度境界面に
位置している。この大木は、戦争中焼夷弾の被害を受
け部分的に消失しており、幹に残る空洞や焼け跡など
が戦争の記憶を今につないでいる 。
⑥　瑞泰寺
江戸六地蔵の第一番の礼所となっている寺であり、地
蔵尊は、元禄年間につくられた身丈約 2.4 メートルの
銅造のものであったと伝えられているが、関東大震災
で破損し、さらに第二次大戦で焼失、現在は石の大仏
が安置してある。
 昭和の初期までは縁日が立ち、また第二次世界大戦
が始まるまでは、地蔵講の人々が毎月集まって講を開
いていたとのことだが、戦争が激しくなるにつれ、い
つの間にかその風景は失われてしまった。
３．計画概要
(1)　プログラム
　周辺の６寺院と一体となり、
　小学校＋幼稚園の共同体を主体とした
　地域コミュニティ施設
　現在の都市の学校に起こっている統合による大規模
化や高層化が引き起こすのは、学校という核が構成す
る地域という単位の崩壊と、核として様々なコミュニ
ティの場となるべき学校がある一定のコミュニティだ
けの場としての機能しか有しなくなるということであ
る。言い換えれば、学校が閉ざされた場になってしま
うという事である。
　そこで、地域のコミュニティの中心として、また新
たなコミュニティの創造の場として機能する学校を考
える。
　この学校の中心となるのは小学校と幼稚園の共同体
である。アソビバが減少し、地域との関係が希薄にな
りつつある中で、こどもたちが自ら都市へと歩みを進
めることで生まれる地域との関係性をこのコミュニ
ティ施設の核として考える。
　この共同体と地域をつなぐのは、寺院が持つ都市構
造と、地域で日々行われる小さな活動である。小学校
の施設を寺院側に配置することで、こどもたちは都市
の中へ移動し、そのところどころでタマリバを見つけ
ながら新たなコミュニティを築いていく。地域に住ま
う人たちは、寺院をいう空間を媒介することで学校へ
の距離を進め、こどもたち自身が地域の核となるべく
手助けをしていく。この地域と学校の関係性が、都市
の中に新たなコミュニティの場を形成する。
　
(2)　配置計画
寺院と学校の時間的な境界の変化に着目することで、
この区画の中でのこどもたちの過ごし方、地域への開
放方法についての考察を行った（図５）。
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図２：寺院を介した地域コミュニティ
図３：庭を介した学校内での動き
図４：寺と学校の中に浮かび上がる都市空間
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図５：時間的境界と空間的境界
　この考察と、神社それぞれが持つ特徴を重ね合わせ
ることで、それぞれの寺院に配置する特別教室を決定
した。
　　高林寺　－　家庭科室　　　
　　蓮光寺　－　理科室
　　光源寺　－　音楽室
　　清林寺　－　英語教室
　　栄松院　－　メディア教室
　　瑞泰寺　－　図工室
　　
　このように６つの寺院それぞれに配置された特別教
室へ、こどもたちが墓地を１つの動線空間として移動
することで、都市へと歩みを進めていくことができ
る。
　また、都市との境界を読み解くことで、新たな学校
としての境界の創造、特別教室の配置場所の決定、庭
となる空間を介した動線空間のあり方を考察し、その
すべてを重ね合わせることで学校の配置計画とした
（図６）。
(3)　設計手法
　寺院と学校の連続的な関係をつくるにあたり、寺院
の空間構成に注目し、空間としては同一のものとして
共存しながらも、それぞれの個々のコミュニティの核
としての役割を残すため、空間構成を「反転」させる
こと、そして行為を「共有」することを考えた。
①空間を反転させる
　
　
　空間構成を反転させることで、同じような空間体験
を介しながらも、それぞれが個としての場を持つこと
ができる。
②行為を共有する
　
　
　
くつを脱いであがる
外に向かって腰かける
床に座る
開ける
閉める
光を感じる
空間をつくる
　別の場を持ちながらもそこで同じふるまいが行われ
ることで、異なる場に移動した際もこどもたちがそこ
を自らの居場所とすることができる。共有するふるま
いは、寺院で普段見ることのできる行為から「くつを
脱いで上がる」「床に座る」「開ける / 閉める」「つけ
る / はずす」「外に向かう」の６つとし、これを学校
空間構成に落とし込む。
　以上のような考察、手法を用いることで、こどもた
ちが地域コミュニティと触れ合い、都市との関係を築
いていける学校を提案する。
４．おわりに
　現在子供たちを取り巻く環境は大きく変化してお
り、特に学校はその変化に対応することが難しい建築
になっているのではないかと思う。そのような状況の
中で、学校として、こどもたちが自ら都市との関係を
築くことができる空間を提案することが今後必要にな
るのではないかと考える。
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